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0〜15 cm に施肥したホウ素は，雨量 1,800 mm で 60 cm 程度，雨量 1,200 mm で 45 c
m 程度，雨量 600 mm で30 cm 程度の深さまで １年間で移動したが，60 cm の深さから
カラム外への溶脱はほとんど認められなかった．一方，陸成未熟土（砂土）の場合，雨量 
1,800 mm では施肥ホウ素の 90 ％以上が溶脱するなど，雨量とともに土壌の違いによる差
が大きい結果となった．また，陸成未熟土 1,800  mm では，クエン酸可溶性ホウ素区は水







り高めの数値になることが明らかとなった．その原因を調べ，発色時に塩酸 0.6 mol L-1 
を共存させることで分析精度が向上することを示し，クルクミンシュウ酸法の改良法を提案
した． 
 
